
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

タイトル ＪＡ飼料用米対応資金 ＪＡ名   岐阜県ＪＡグループ （岐阜県） 

１ 動機 

（経緯） 

平成 27年産の飼料用米生産拡大に向けて、生産者が安心して生産拡大に取組む

ことができるような支援を行うため、水田活用の直接支払交付金までの資金繰り

対策等にかかる十全な対応を図り、地域農業の資金需要に応えるとともに、受給

均衡による米価の安定を支援するため、短期のつなぎ資金を融通することを目的

に創設しました。 

２ 概要 ＜融資概要＞ 

貸付対象者：以下の全ての条件を満たす個人・法人・団体 

(1) 正組合員であること。

(2) 農業を営み、または従事していること。

(3) 信用状況に不安がないこと。

資金使途：水田活用の直接支払交付金交付までのつなぎ資金 

貸付金額：飼料用米に関する水田活用の直接支払交付金として支払われる金額の

うち、ＪＡ口座に入金される金額の範囲内 

貸付期間：平成 28年 3月末まで 

貸付金利：ＪＡ所定の利率 

保 証：岐阜県農業信用基金協会の保証を付すことができる。保証料について 

は、岐阜県信用農業協同組合連合会が全額助成。 

３ 成果 

（効果） 

貸付実行件数：13件 貸付金額：61,430,000円(平成 28年 3月 31日基準) 

４ 今後の

予定（課題） 

 平成 28年度も当資金を取扱うため、今後も飼料用米の生産拡大に向け、農業者

の支援活動に取組んでまいります。 


